
（様式－１ 表紙） 

 

 

 １ 調査名称：静岡市都市・地域総合交通戦略策定調査 

 

 

 

 ２ 調査主体：静岡市 

 

 

 ３ 調査圏域：静岡市域及び静岡・清水両都心 

 

 

 ４ 調査期間：平成 21 年 6 月 26 日～平成 22 年 3 月 31 日 

 

 

 ５ 調査概要： 

 

静岡市では、平成 18 年に「静岡市総合交通計画」を策定している。これは、広域の交

通計画である第 3 回静岡中部都市圏総合都市交通計画（静岡中部都市圏パーソントリッ

プ調査）をふまえ、静岡市の交通計画のマスタープランとして策定したものである。 

静岡市交通マスタープランを実現していくためには、様々なステークホルダーと調整

をしつつ具体の施策を絡めながら、計画を実行していくためのアクションプランを策定

しなければならない。本調査では、先の上位計画と整合を図りつつ、静岡・清水両都心

に焦点を当てた都心まちづくり交通計画を策定するものである。 

また将来交通ビジョン実現の目標期間は、およそ 20 年後を想定しているが、そのビ

ジョンを実現させる施策の中で、重要性、実現性の観点から、短期的（おおむね５カ年

以内）に着手するものを静岡・清水各地区の「総合交通戦略」として位置付け、取り組

んでいく。 

 

 

  

 



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名：静岡市都市・地域総合交通戦略策定調査 

 

 

 

 ２ 報告書目次 

 

 

１．都心地区まちづくり戦略【交通体系編】の概要 

１－１．都心地区まちづくり戦略【交通体系編】で示す内容 

１－２．「まちづくり」と「交通」の一体的な取り組みの必要性 

１－３．将来交通ビジョン実現の目標期間 

 

２．交通に関する静岡市の関連計画の整理 

 ２－１．静岡市総合交通計画（H18）に示された静岡市の交通体系 

 ２－２．静岡市の上位・関連計画における交通体系の位置づけ  

 

３．都心地区まちづくりに対応する将来交通ビジョン 

 ３－１．静岡市の将来交通ビジョンの考え方 

 ３－２．静岡市全域の公共交通ビジョン ～「つなぐ」ビジョン～ 

 ３－３．静岡都心地区の交通ビジョン ～「めぐる」・「つどう」ビジョン～ 

 ３－４．清水都心地区の交通ビジョン ～「めぐる」・「つどう」ビジョン～ 

 

４．交通ビジョン実現のための施策 

 ４－１．地域ごとの施策の分類 

 ４－２．静岡市全域の公共交通ビジョンに対する「つなぐ」施策 

 ４－３．静岡都心地区の交通ビジョンに対する「めぐる」・「つどう」施策 

 ４－４．清水都心地区の交通ビジョンに対する「めぐる」・「つどう」施策  

 

５．交通ビジョン実現に向けた短期的な取り組み（静岡市総合交通戦略） 

 ５－１．総合交通戦略とは 

 ５－２．静岡市全域の交通戦略 

 ５－３．静岡都心地区の交通戦略 

 ５－４．清水都心地区の交通戦略 

 ５－５．総合交通戦略推進のための体制 

 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

 

 

 
座長：日本大学教授 岸井 隆幸 

学識経験者 地元経済会 等 

都市みらい創造会議 

都市ﾃﾞｻﾞｲﾝ部会 都市交通計画部会 

座長：埼玉大学教授 久保田 尚 

学識経験者 

地元商店街 

交通事業者 

トラック協会 

タクシー協会 

駐車場事業者 

商工会議所 

行政関係部局・警察 

座長：横浜国立大学教授 高見沢 実

学識経験者 

地元商店街 

大規模店舗関係者 

行政担当部局 

事務局 

静岡市都市計画課 



４ 委員会名簿等： 

 

静岡市都市みらい創造会議 都市交通計画部会 委員名簿 

 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

 

静岡市では、海と山という豊富な自然環境の中で比較的まとまりのある市街地が形成

されてきた。しかし近年公共交通の衰退や自転車問題など、交通面においても様々な課

題が生じてきている。 

平成 18 年に策定された静岡市交通マスタープランを実現していくためには、様々なステ

ークホルダーと調整をしつつ具体の施策を絡めながら、計画を実行していくためのアクシ

ョンプランを策定しなければならない。本調査では、先の上位計画と整合を図りつつ、静

岡・清水両都心に焦点を当てた都心まちづくり交通計画を策定することを目的とする。 

また都心まちづくり交通計画の目標期間は、およそ 20 年後を想定しているが、そのビ

ジョンを実現させる施策の中で、重要性、実現性の観点から、短期的（おおむね５カ年

以内）に着手するものを静岡・清水各地区の「総合交通戦略」として位置付け、積極的

に取り組んでいくものとする。 

総合交通戦略は、都心まちづくり交通計画を策定する中で、総合的かつ一体的に取り

組むべき施策メニューを整理し、戦略的に展開していくための具体的実施プログラムを

策定するものである。 

 

 

 ２ 調査フロー 

 

 

 
業 務 工 程 

検討項目 
５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

備考 

1.都心交通ビジョンの 

数値目標の設定 

            

2.都心交通計画の立案 
            

3.施策・事業のパッケージ化 
            

4.施策展開プログラムの立案 
            

5.管理・運営の仕組みと 

推進体制の立案 

            

6.市民広報の企画運営 
            

7.都市交通計画部会等の 

運営支援 

 ● 

企画 
    ● 

骨子 
   ● 

まとめ 
 

8.報告書の作成 
            

9.協議・打合せ 
 ●  ● 

着手 
 ● 

 

● 

 
 ● 

中間 

●  ● 

 

● 

成果品 
 

 



 

 ３ 調査圏域図 

 

都心まちづくり交通計画の対象地域は、静岡市全域とする。 

その中でも計画を実現させる具体的施策について短期的（おおむね５カ年以内）に着

手するものは、静岡・清水両都心を中心に検討する。 

 
 

 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 

 ４ 調査成果 

 

（１）都心地区まちづくりを支える交通ビジョン 

都心地区の空間を踏まえた交通体系のあり方については、市域全体の中を「つなぐ」こ

と、都心地区のなかで「めぐる」こと、「つどう」ことをキーワードとしてビジョンを示

しています。 

 

 

 

つどう 

つなぐ 
 

めぐる 

外から都心地区までのアクセスを改善します 

（公共交通（鉄道・バス）、自動車、 

自転車等様々な交通手段について） 

都心地区内での交通手段を歩行者・自転車・

公共交通を中心に考え、安全・快適に移動・

回遊できる動線や交通機関を整えます 

都心地区内での快適な回遊を支える「集い憩

える空間（公園等）」や「交通結節点（駅等）」

を充実させ、さらに、回遊を妨げない駐車、

駐輪、荷捌きの工夫を進めます  

図 「つなぐ・めぐる・つどう」それぞれの役割 

 

 

 

 
 表  「つなぐ・めぐる・つどう」で扱う内容 

つなぐ 
（アクセス性） 

めぐる 
（回遊性） 

つどう 
（滞留・荷捌き） 

空間の広がり 市域全体 静岡都心 ・ 清水都心 

交
通
手
段 

歩行者 

自転車 

鉄軌道 

バス 

自動車 

（荷捌き車両） 

－ 歩行者ネットワーク オープンスペース・滞留施設

自転車道ネットワーク 都市内自転車走行空間 駐輪場 

鉄軌道ネットワーク 都心内を回遊する 

公共交通 
バスネットワーク 

駅・電停・駅前広場等 

バス停 

道路ネットワーク － 駐車場 

荷捌き施設 



図 目標とする市内公共交通体系 

（２）「つなぐ」・「めぐる」・「つどう」のビジョンに基づく地域ごとの施策 

市域全体の「つなぐ」施策、静岡・清水都心地区に関する「めぐる」・「つどう」施策

は、以下のようになっています。 

 

１） 静岡市全域の公共交通の基本目標 ～「つなぐ」の実現～ 

誰もが移動しやすく、環境にもやさしい都市づくりに向けて、公共交通や自転車、徒

歩で移動しやすいまちづくりを目指し、３つの都心・副都心を中心とした、周辺鉄道駅

や郊外の地域拠点を連携する公共交通システムを軸に、静岡・清水いずれかの両都心ま

で公共交通で、３０分でアクセスできる圏域の拡大を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針１：公共交通の重要性を認識し、利用促進を図る取り組み

【T-１】公共交通の利用促進の理念を謳う条例等の制定 

【T-２】公共交通利用への転換を促すモビリティマネジメントの取組み 

基本方針２：静岡・清水両都心を結ぶ基幹公共交通軸（鉄道）の強化 

【T-３】既存鉄道のサービス水準の向上 

基本方針３：市街地を面的にカバーする幹線公共交通軸（バス）の形成 

【T-４】幹線公共交通軸における一定のサービス水準の確保 

【T-５】地域の実情に応じた多様な公共交通システムの確保 

基本方針４：自転車・自動車・公共交通により都心へアクセスできるバランスのとれた道路整備 

【C-1】幹線公共交通軸を強化するための道路整備 

【C-2】幹線公共交通軸までのアクセスを容易にする道路整備 

T：Transit（公共交通）

C：Car（自動車） 

つなぐ 

静岡市全域の公共交通に関する「つなぐ」施策 



２） 静岡都心地区の交通の基本目標 ～「めぐる」・「つどう」の実現～ 

静岡都心地区を「面的ひろがりを持った交通結節エリア」とみなし、エリア内は歩行

者や自転車が安全かつ快適に回遊・滞留できる空間形成や、回遊を支援する公共交通シ

ステムの構築を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【B-１】自転車の安全な通行の確保 

【W-1】歩行者ネット
ワークの充実 

【B-２】自転車駐輪体系の見直し

【W-3】滞留空間の創出・休憩施設の設置

【W-2】歩行者優先ゾーン（面）の構築 

【C-４】フリンジ駐車場への誘導 

めぐる 

【T-６】都心内回遊を支える公

共交通ネットワークの構築 

【T-７】交通結節機能
の強化 

つどう 

【C-5】荷捌き車両への適正な対応 

【B-１】公共交通と連動した自転車利用策 

【C-3】通過・流入交通の抑制 

 
図 静岡都心地区の交通施策図 

 

基本方針１：住民・来街者が安全かつ快適に歩いて楽しめる都心づくり 

【C-3】通過・流入交通の抑制 

【C-4】フリンジ駐車場への誘導 

【C-5】荷捌き車両への適正な対応 

【W-1】歩行者ネットワーク(線)の充実 

【W-2】歩行者優先ゾーン(面)の構築 

【W-3】滞留空間の創出・休憩施設の設置 

基本方針２：都心内でも自転車の利用しやすい都心づくり 

【C-3】通過・流入交通の抑制 

【B-1】自転車の安全な通行の確保 

【B-2】自転車駐輪体系の見直し 

【B-3】公共交通と連動した自転車利用策 

基本方針３：だれもが利用できる利便性の高い都心内公共交通ネットワークの構築 

【C-3】通過・流入交通の抑制 

【T-６】都心内回遊を支える公共交通ネットワークの構築 

【T-７】交通結節機能の強化 

W：Walk（歩行者） 

B：Bicycle（自転車） 

T：Transit（公共交通）

C：Car（自動車） 

静岡都心地区の交通に関する「めぐる」・「つどう」施策 



図 清水都心地区の交通施策図 

３） 清水都心地区の交通の基本目標 ～「めぐる」・「つどう」の実現～ 

清水都心地区の３つの拠点（清水駅・新清水駅・日の出地区）と港エリアが一体とな

った交通環境づくりを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【T-８】３拠点をつなぐ 

公共交通 NW の構築 

【W-4】臨海部を歩行者が快適に

回遊できる空間形成 

【B-4】都心内を回遊できる

自転車交通システムの構築

【C-8】都心内拠点の駐車場適

正配置及び効率的運用 

【C-7】都心周辺の幹線道

路網の構築 

【C-6】海へ抜ける動線の確保

めぐる つどう 

 

 

 

基本方針１：さまざまな交通手段でアクセスできる交通体系

【C-6】海へ抜ける動線の確保 

【C-7】都心周辺の幹線道路網の構築 

【C-8】都心内拠点の駐車場適正配置及び効率的運用 

基本方針２：都心内の３つの拠点を回遊できる交通システムの構築 

【W-4】臨海部を歩行者が快適に回遊できる空間形成 

【B-4】都心内を回遊できる自転車交通システムの構築 

【T-８】３つの拠点をつなぐ公共交通ネットワークの構築 

W：Walk（歩行者） 

B：Bicycle（自転車） 

T：Transit（公共交通） 

C：Car（自動車） 

清水都心地区の交通に関する「めぐる」・「つどう」施策 



（３）交通ビジョン実現に向けた短期的取り組み 

 

１）静岡市全域の交通戦略 ～「つなぐ」戦略～ 

 

【つなぐ戦略】 

 

●目標１ 公共交通／自転車の利便性向上による市民の「マルチモーダル」なアクセス性を確保 

 ～晴れた日は自転車で！雨の日は公共交通で！自動車を使わなくても安心しずおか～ 

 

●戦略事業 

ソフト事業 

① 公共交通利用促進条例等の策定 

② 自動車に過度に依存し過ぎないためのモビリティマネジメントの実施（大規模事業所、大規

模商業施設、官公庁職員等を対象） 

 

ハード事業 

③ 公共交通の円滑な運行を確保する道路整備 

④ 交通結節機能の強化（駅舎、駅前広場、駐輪場の整備） 

⑤ 自転車道の整備 

 

 

●実現する交通 

① 自動車だけに依存し過ぎない、多様な交通手段で都心にアクセス 

② 全市で自転車利用が活発化、公共交通利用率が向上 

 

 

●評価指標の例 

 静岡都心地区へアクセスする交通の自転車分担率、公共交通分担率 

（平成 22 年度全国 PT アドオン調査と第 4回静岡中部都市圏 PT 調査の数値により比較可能） 

 



２）静岡都心地区の交通戦略 ～「めぐる」戦略・「つどう戦略」～ 

 

【めぐる戦略】 

●目標２ 全国一番乗りのホコ天機能強化等による歩行者優先まちづくりの推進 

 ～自動車でも自転車でも公共交通でも…最後はみんな都心を歩くのだから！～ 

●戦略事業 

ソフト事業 

① 社会実験の実施による歩行者優先環境の向上 

② 都心の魅力を発信する公共サインの強化 

③ 静岡都心を回遊する公共交通ネットワークの構築（LRT 導入検討） 

ハード事業 

④ 呉服町通り（紺屋町区間）道路空間再整備（リニューアル） 

⑤ 市道御幸町鷹匠町２号線（電車道）歩行空間拡大 

⑥ 無電柱化の推進 

●実現する交通 

① 歩行者が快適に移動できる空間が創出され回遊性が向上 

●評価指標の例 

 歩行者通行量による評価 

（静岡地域中心市街地通行量調査・お買物調査の経年変化により比較可能） 

 

【つどう戦略】 

●目標３ 車両受け皿(駐輪場/駐車場)の質的/量的コントロールによる都心交通の整序化 

 ～都心の限られたスペースを有効活用できる波及効果がついてくる～ 

●戦略事業 

ソフト事業 

① 駐車場の量的／質的コントロールの仕組み作り 

コインパーキングの設置に対するコントロール、駐車場規制誘導地区（不附置、上限設定、総

量規制等）、駐車場規制誘導地区内の駐車場（既存・将来予定）をフリンジ駐車場に移転誘導な

どの検討 

② 駐輪場の量的／質的コントロール 

短時間駐輪への対応（平面レベル駐輪施設）、長時間駐輪への対応（街区単位における駐輪場

の確保、駐輪場の質の向上）路上駐輪規制、禁止区域の見直し（駐輪対策に合わせた放置自転車

撤去の強化）などの検討 

●実現する交通 

① 無秩序な駐車場立地が減少し、駐車待ち車両による錯綜が減少 

② 駐輪目的に応じて、利用しやすい駐輪施設ができ、適切な自転車利用が図られる 

●評価指標の例 

・ 路上放置自転車状況（地元商店街の協力要請を検討） 

・ 駐車場利用状況（駐車場事業者のデータ提供／利活用を検討） 

 



静岡都心地区 総合交通戦略施策パッケージ（案）  

～ 都心の骨格となる公共交通・自転車・歩行空間の充実を目指す ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 静岡都心地区の交通戦略図 
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Step3 肋骨道路の流出信号現
示が不要なため、スクラン
ブル歩行者現示を延長（現
状:30/150sec→60/150sec）

Step2 駐車場等の動線
変更により、肋骨道
路の車両通行制限を
実施 

Step1 再開発に合わせて前
面道路を改修し、両替町
から国道１号への右折
流出を可にする 

Step3 休日歩行者天国が実現される
と、肋骨道路の流出信号現示が不
要なため、休日はスクランブル歩
行者現示をしたい 

Step2 駐車場等の動線
変更により、肋骨道
路の休日歩行者天国
の社会実験を実施 

Step1 再開発に合わせて前
面道路を改修し、両替町
から国道１号への右折
流出を可能。 

◇歩行者優先ゾーン内にお

ける利用しやすく適切な

駐輪所の確保 

 

Step1 附置義務駐輪場条例

の見直し（不附置、上限、

質的コントロール等） 

Step2 条例運用による計画

的配置の実現 

※長期的な見通しを持った

戦略的な対応 

◇紺屋町歩行空間再整備 

◇電車道通りの歩行空

間拡大、無電柱化 

◇休日歩行者天国拡大検討 

◇歩行者天国日時の

延長、拡大 

◇歩行者優先ゾーン内側か

らの暫定駐車場の移転・

利用転換促進 

Step1 附置義務駐車場条例

の見直し（不附置、上限） 

Step2 条例運用による計画

的配置の実現 

※長期的な見通しを持った

戦略的な対応 

◇フリンジゾーン 

◇歩行者優先ゾーン 



３）清水都心地区の交通戦略 ～「めぐる・つどう」戦略～ 

 

【めぐる／つどう戦略】 

●目標４ 点(駅広／駐輪場)と線(自転車道)を結ぶ「ハード事業」とレンタサイクル「ソフ

ト事業」のパッケージで、だれもが使える自転車交通システムの構築 

  ～市民も来街者も学生も、自転車で清水をめぐろう！清水都心の再発見！～ 

 

●戦略事業 

ソフト事業 

① 複数レンタサイクルポートによる自転車利用促進 

→ 既存のレンタサイクルポートの活用や新規のレンタサイクルポートの設置 

レンタサイクルシステム（料金体系・乗り捨ての仕組み）の構築 

  → レンタサイクルの PR やマップ（駐輪場・レンタサイクルポート・回遊コース等） 

② 清水駅西口駐輪場を活用したサイクルシェアリング 

 

ハード事業 

③ 自転車道の整備（自転車通行環境モデル事業 清水駅前地区） 

④ 道路のバリアフリー化 

⑤ 清水駅西口駅前広場整備 

 

その他検討事項 

⑥ 清水都心地区を回遊する公共交通ネットワークの構築（LRT 導入検討） 

 

●実現する交通 

① 清水駅前の交通結節機能の向上 

② 自転車を活用して自由に回遊できる清水都心 

 

●評価指標の例 

清水都心地区へアクセスする交通の自転車分担率 

（来年度全国 PT アドオン調査と第 4 回静岡中部都市圏 PT 調査の数値により比較可能） 
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清水都心地区 総合交通戦略施策パッケージ 

～ 生活者も来街者も学生も利用しやすい自転車交通システムの構築を目指す ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 清水都心地区の交通戦略図 

◇清水魚市場再整備 

◇道路バリア 

フリー 

◇清水駅西駐輪場整備

◇レンタサイクルシステムに

よる自転車利用促進【B-1】

Step1 既存拠点にレンタサイ

クルポートの設置 

Step2 統一した料金体系・乗

り捨ての仕組み等構築 

Step3 PR や自転車マップ、回

遊ルートなど情報発信 

◇日の出地区再整備構

◇清水駅西口駅前広場整

◇清水駅や新清水駅周辺に

は、離れた位置に複数の高

校が立地しているため、鉄

道→自転車に乗り換える

高校生が多い。そのため駅

と高校を結ぶ道路と受け

皿としての駐輪場整備を

併せた施策展開が有効。 

生活者／来街

高校生 


